劇評 札幌観劇記(二〇〇五年十月〜〇六年九月)」 by 加藤 浩嗣
劇評 札幌観劇記(二〇〇五年十月～〇六年九月)」
著者 加藤 浩嗣
雑誌名 Probe
号 1
ページ 102-115
発行年 2007-02
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001431/
102劇評
　二〇〇五年十月から〇六年九月までの札幌を中心とする道内
演劇界について書くようにとのご依頼である。本文中、演劇関係者の敬称は略させていただく。
　簡単に自己紹介しておく。私は二〇〇〇年九月から〇四年六
月まで北海道新聞文化部に勤務し、舞台や映画などを担当した。その後、他 部署 異動した後も趣味で年間百二十本ほどの芝居（主にいわゆる小劇場）を観劇 〇六年二月からは札幌の小劇場グループ、ハムプロジェクト代表すがの公氏のご厚意で劇評ブログ「シアターホリック（演劇病）
http://ham
-pro.
seesaa.net/ 」を主宰している（ホームページ内に間借りさせて
もらっている） 。
　さて、その〇五年十月であるが、実は北海道演劇史の片隅に
でも書きとめられるべきことがあった。というのは、北海道演劇財団主宰劇団シアタープロジェクトさっぽろ（ＴＰＳ の初の海外公演、ハンガリー公演だ。現地の関係者によ と、日本の小劇場がハンガリー公演を行う も、おそらくは初めて のことであった。
　演目は、カリンティ・フリジェシュ（ハンガリー）の上演十
数分の戯曲「亀もしくは居酒屋の中の気ちがい」 （岩崎悦子訳）をＴＰＳ所属以前の斎藤歩（現ＴＰＳチーフディレクター）が一時間に脚色、 演出し一九九五年に初演した 「亀、 もしくは…。 」 。〇三年に六回目 再 が行われた名作だ。
　自分を救世主モーゼや 「亀」
だと思っている凶暴な患者のいる精神病院の密室。理事長の叔父の紹介で見学に来た医学生（高田則央）と権威のある医師（山野久治） 、看護師（永利靖） 、患者（斎藤と木村洋次のＷキャスト） の四人が、誰が「亀」かなどをめぐり、すったもんだの騒動を繰り広げる。
　これほど再演を重ねられた
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のは、斎藤が書き加えたラスト数分のどんでん返しで、世界への確かな意志表明が胸を打つからだ。同様に精神病院が舞台の演劇・映画「カッコーの巣の上で」のように人間性解放を直接うたったも ではない。だが、マイナ 要素ばかりの末のプラスへの劇的転換は、混迷した社会にあって人生肯定 乾いた希望のメッセージとして響くだろう。このラストを加えた点で、ほとんど斎藤のオリジナル作品と言えるかもしれない。
　さらに芝居は社会の深層を見据えた批評性に満ちている。そ
れは正常と異常の境への問い掛け あり、人 日常生きる中での〝演技〟 、権威への盲信への覚めたま ざしでもある。
　その「亀、もしくは…。 」ハンガリー公演だが、ことのあら
ましは以下の通りである。
　〇三年の六回目の再演を、 札幌で亡命ハンガリー人 観劇し、
母国で上演することを提案。その後、諸事情によりこのルートでの公演は立ち消えとなるが、北大大学院生 ハンガリー人マイエル・イングリッドさんが仲立ち なり 公演計画が再浮上。イングリッドさんの翻訳・字幕作成・上演当日 オペレーションという尽力により実現したのだ。
　ハンガリーではブダペスト（十月十一、 十二日 二ステージ） 、
ペーチ（十四日、一ステージ） 、デブレツェン（十六日、一ステージ）の計四ステージ 延べ五百人が観劇 私が参加した同行ツア はブダペストとペーチの二カ所だったが、どちらの会場でも芝居の含意が観客席に浸透し、納得され 上で大笑いさ
れ、最後には感動しているのがよく分かった。予想以上に実に良い反応だった。
　カンパニーの一行は帰国後、道内を巡演。母国での経験を経
て磨きがかかり、一回りも二回りも大きくなった「亀」が各地で絶賛を持って受け止められた。この芝居は今後も道内で再演されることが十分あり得るため、その際にはぜひ観劇することをお薦めする。
　これより先、 十月一日にはマリ☆ナイト００
1「夜のスキマ」
（札幌・ラグリグラ劇場）を観た。　これは役者 （村松氏の主宰する 「シアター・ラグ・２０３」 所属）であり、ダンサーである福村まり（現・福村慎里子）が、あらゆる表現方法を使って創る舞台プロジェクト。００
1では一
人で踊ったが、００
2は滝川市在住の墨絵画家杉吉貢とのコ
ラボレーションだった。
　最初、 カジュアルな服装で登場した福村は舞台が進むにつれ、
ミニスカート一枚の姿へ。この間、作務衣姿の杉吉が濃い青黒色の絵の具で福村の肌に抽象模様を描きこんでいく。肉体と絵筆の出会いは対話のようでも ＳＥＸそのもののようでもあり、それは実にエロティック 刺激的な舞台だった。
　私は福村に勝手に、自分の主宰するブログでシアターホリッ
ク個人賞を授賞した。
　二〇〇五年に観た舞台公演（ダンスなどを含む）百四十四本
の中で、マイベストに選んだのが札幌 若手劇団「ｙｈｓ」の
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「
95（キューゴー） 」 （観劇日十一月二十六日、ターミナルプラ
ザことにパトス）だ。劇団代表の南参が高校三年の十八歳だった一九九五年を思い出しつつ作・演出した青春群像フィクション。
　阪神淡路大震災やオウム真理教といった歴史的事実を踏まえ
た上で当時の風俗や流行 巧みに取り入れ、学生や社会人の若者が集う、あるボランティアサークルの中の悲喜劇を描いて秀逸だった。 新聞の見出し的に言うなら、 「青春へのほろ苦い挽歌」といったところか。
　ボランティアにまつわる偽善的なものもうかがわせる一方、
時にこのサークル自体を、一人 狂信者が周りの無自覚な善意の者たちを〝洗脳〟し かのような、オウム真理教のようなある種狂信的な集 と例えてみせる周到な作劇。笑わせる場面は大いに笑わせた上で、この芝居 、あの十年前の出来事の数々といま現在をオーバーラップさせ、今日の社会・政治状況をも透徹して見据えたような批評的な目が光っていた。
　出演者名を記しておく。チ
ラシ掲載順に青木玖璃子、イシハラノリアキ、岩渕カヲリ、小原アルト、長岡登美子、能登英輔、福地美乃、三宅亜矢、村上ＲＯＣＫ、 井上亮介、 三島祐樹 岸田典大（絵本パフォーマー） 。劇中、岸田の絵本パフォーマンスが一服の清涼剤となる一方、登場人物たちを覆うべき暗澹たる現実をもじわりと予感させ、効果的だった。
　なお海外公演としては清水友陽率いる清水企画が十一月に「ハムレット」で韓国・ソウル公演を果たし、その札幌凱旋公演を持って劇団九年の歴史に終止符を打った。
　二〇〇六年の観劇はＴＰＳの 「西線
11条のアリア」 （一月九日、
十四日の二回、シアターＺＯＯ）で幕を開けた。斎藤歩の新作であり、演出だ。
　西線
11条とは、 札幌の市電に実在する停車場の名。 題名はバッ
ハの「Ｇ線上のアリア」を下敷きにしている
　舞台中央には細長い停車場があり、四角い柱型の時刻表が
立っている。冬の夜、ここに、アーティスト（林千賀子）や若いカップル（木村洋次、内田紀子） 謎の女（山口清美） 、コンビニバイトの女 山本菜穂）らが電車（車掌＝岡本朋謙）を待ちにやって来る。中には、 停車場でコメ 炊く青年（川崎勇人）と姉（宮田圭子）もおり、東京から出張で来ていたサラリ マン（高田則央）はわが目を疑い、混乱を来す。
　さまざまなやりとりがあり、場内を笑いの渦に巻き込むが、
実は姉とサラリーマンを除くそ 他の人たちは 自分たちでも
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よく覚えのないある共通した秘密を抱えていて、そのためにこの停車場に来ている、来てしまっているという事情が分かってくる。それは、見る側をとても切ない思 にさせる だ。
　一言で表現すれば、斎藤歩版「銀河鉄道の夜」といった趣の
叙情的な物語。日常の何気 場と時間から、生者 死者とのやりとり、生きること、また（死者の記憶に）生かされることへも思いを促され 笑い続けているうちに、生と死についても思いを至される、優れた作品世界が立ち現れる。
　ラスト、役者たちの吹奏楽の生演奏で姉が歌う「Ｇ線上のア
リア」 が静かな余韻 残して終わる。 おそらくはＴＰＳのレパートリー作品として今後も上演 ことだろう。
　劇団イナダ組は札幌の数ある劇団の中でも、人気と実力を兼
ね備えたカンパニーだ。近年は、二十代の観客がまだまだ圧倒的に多い札幌の小劇場界において、三十代以上でもじっくり楽しめる舞台づくりをしている。
　「乃崎さんのついた嘘」 （イナダ作・演出、 月二十九日、札
幌・やまびこ座）も、芸達者な役者たちによって味のある物語が繰り広げられた。
　劇場に入ると、昔懐かしい感じの舞台装置。真正面に障子を
背に卓袱台があり、上手（ に向かって右側）に階段、なかなか大掛かりなしつらえで、 まるで昔のテレビの「時間ですよ」とか「寺内貫太郎一家」のセットのようだ。
　そこで演じられるのは、先に挙げた番組を思い出すような
ホームドラマ。夫の七回忌の後、古いその家に暮らす妻シズ江（棚田佳奈子）の元に、遺産をめぐり、しっかり者の既婚長女（小島達子） 、ぐうたらの独身長男（川井〝Ｊ〟竜輔） 、独身次女（浅沼さつき） 、ちゃっかり者の亡夫の妹（山村素絵）らが絡み、騒動を繰り広げる。一方、シズ江の元には、実はまがいものの金融商品 扱う安富ファンドの乃崎（飯野智行）という男が出入りしていて、シズ江に頼りにされている。こうした構造の中で、お金をめぐる悲喜こもごもが語ら る。
　芝居は、いつになく抑制が効いていた。これまで「イナダ組
の役者陣はうまい だから、ここまで大袈裟に演じなくてもいいのに」と思った作品もあったが、そうは感じなかった。それだけに物語がしっとりと味わい深くなったと思う。
　欲を言えば、物語の終幕、
乃崎が「嘘」をつく だ 、なぜ そうまでしてシズ江を守りたかったのか、乃崎とシズ江の関係が ひとつ十分には描かれていなかった。 それが表現さ れば、物語世界はより広がりと深み、説得力を増したのではないか。いわずもがなだ 、安
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富ファンドの上司（黒岩孝安）も、その筋の世界をよく知る人にとっては「甘い」といわれるかもしれない。
　ともかく、昨今の、 「家庭」がどこかへ行ってしまったかの
ように語られる時代に敢えて挑んだイナダ流ホームドラマは辛口で、最後 ちょっぴりホロリ させた。
　劇団ＳＫグループの 「再演Ａ。 ～キミのなかのボクのこと。 ～」（二月五日、札幌・シアターＺＯＯ）は劇団団長すがの公の作・演出。
　舞台は精神病院の閉鎖病棟。頭の中で妙な音が鳴り響くとい
う男、薫（江田由紀浩）と凶暴で男嫌いの女、晶（小山めぐみの元に、女、誠（福村澄江）が連れて来られる。ここには毎週、病院 闇を暴くというノンフィクション作家北島（すがの）が薫への面会に訪れているのだった。
　三人の関係は何なのか、三人とはそもそも誰なのか そして
北島が探る闇の正体は など、心理サスペンス めくるめき、謎の魅惑に誘う。普段は多い笑 の場面もほとんどな 、すがのが初 東京公演（二十五、 二十六日に東京国際芸術祭のリージョナルシアター・シリーズで東京芸術劇場で公演）の作品として力を込めた作品であ ことが行間からうかがい知れた。
　しかし病棟内の描写がどこか一本調子のふうも感じられて、
元来すがの作品 持つ軽やかな遊戯性をも 少し発揮してもよかったのでは、とも思っ 。
　「エア」は北海道舞台塾事業の先進的創造活動プロジェクト
として札幌市生涯学習センターちえりあで公演された（二月二十五日） 。 北海道に拠点を置く舞台関係者や映像作家、 音楽家、建築家らが協働して二〇〇四年度から三カ年かけて舞台をつくる、その二年目の〝プレ公演〟的なもの。劇作家とし のクレジットはなく、構成台本チームが奥山茂、木野哲也、清水友陽、高橋聡、脚本作成チームが木野、清水、高橋、端聡、畠中秀幸、演出が清水となっている。
　劇場を入ると、上から見て、舞台から客席に向けてローマ字
の「Ｕ」を天地逆さまにしたようにスクリ ン 張られている。そこに投影される映像 、舞台上の役者の演技 ダンスがクロスオーバーして劇的効果をもたらす訳だ
　前年九月のオーディションから始まった壮大なプログラムだ
が、残念ながら私の舞台の印象はそう良いも ではない まず神話的な物語自体が少々小難しい論理を柱に成り立っており、それを見る側が理屈で追おうとすると頭がこんが がってくる。
　これが、唐十郎（元・状況劇場、現・唐組）や野田秀樹（元・
夢の遊眠社、現・野田地図）のよう 突拍子もない飛躍した論理の展開される芝居だったら（例・ 「ちくわの穴の向こうに満州が見える」 ） 、ひとまず理屈で筋を追 はやめてエンターテインメントの流れに かせ、ふだんは意識しない脳の毛細血管に血がめぐり心地よい眩暈がするのを楽しめる だが、そこまで大風呂敷を広げた娯楽性に富む筋でもない。
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　二つ目に、全体に展開が停滞気味というか、閉塞気味という
か、静かな場面が多く単調で、せっかくのしつらえがあるのに劇的興趣に乏しいとも思われた。芝居がダンスなども交えてダイナミックに動き出すのが一時間四十分を過ぎてからで（全体で正味二時間） 、それまでは観客に相当程度の忍耐力を強いかねない展開だったとも言える。
　一方で収穫もあった。それは芝居とダンスの融合が比較的う
まくいっていたのではないかというこ だ。以前見た北海道舞台塾の芝居では、元々のストレートプレイだけのものに後からダンス場面を付け加えたというのがありあり 見えて、互いに浮いていた感じだ たが、今回 そうは感じられなかった。
　ただ映像の選択はいかがなものかと感じた。このプロジェク
トに大掛かりな クリーンを使って映像を投映するという仕掛けの楽しみが先行しているよう 、舞台上 役者たちを生かしているようには思えな 、観客の目先を驚かせるだけのようものに思えた。最終年度三年目に期待し 楽しみに待つ。
　三月、札幌小劇場界の女王様（最近 番長か）こと橋口幸絵
が日本演出者協会主催の「若手演出家コンクール２００５」で最優秀賞及び観客賞を受賞 た。 さらに橋口が主宰の実力派 「劇団千年王國」の公演「ＳＬ」 （再演）が〇五年度札幌市民芸術祭の奨励賞を受賞した。
　演出家コンクールの受賞作、音楽劇「イザナキとイザナミ 　古
事記一幕」は札幌・ブロックで上演された 九月三十日） 。出
演者は劇団の榮田佳子と、チャランゴ奏者・唄歌いの福井岳郎の二人。
　真っ暗闇の中、男女の息遣
いから芝居は始まる。そして「あ、め、つ、ち、の」という言葉。はじめに言葉ありき、 だ。
　榮田は目にまぶしい白装束。
軽快に気持ちよさそうに、全身で古事記の物語を表現する。福井は太鼓や笛、木琴などを使って実に絶妙に榮田とコラ
ボレーションする。時に、物語の輪郭の中に入って来もする。
　物語はイザナキとイザナミが元は一神体であったという解釈
に基づく斬新なもの。切り絵が効果的に使われたり、天井から大きな書の文字が垂れ下がったりと視覚 も楽しみどころが随所にある。十八歳まで神話の里宮崎で暮らし、祖母 寝物語は決まって「古事記」だったという橋口の面目躍如たる堂々たる物語り方だった。良い意味で細か ところにまで計算が行き届いた舞台だった。
　おめでとう橋口。そして、ありがとう。
 
* 　　
* 　　
* 　　
* 　　
*
　〇六年はいったん消えていた小劇場の場が復活した年として
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も記憶されるべきである。
　まずはＪＲ江別駅に程近い「ドラマシアターどもⅣ」 （江別
市二の二の七の一） 。 「門出を祝う会」 が四月十五日に行われた。
　「ドラマシアターども」というのは、安念智康・優子夫妻が
一九八一年七月から江別の地で行ってきた劇団であり、劇場である（ 「ども」というのは安念のニックネーム） 。
　それが、借りていた土地の返却、劇場取り壊し、引っ越し、
新設、土地の返却…ということを繰り返してき 、今度が四度目の生まれ変わりであった。大正十一年（一九二四年）建築の元郵便局だというから、お年寄りだが、なかなか頑丈そうな骨格の建物である。どもは「今度は（借家では く すべて自分のもの。じっくり、 い芝居が作り い」 抱負を語るの った。
　門出を祝う会には、遠く紋別市からの来訪もあり、二百人以
上の人で立すいの余地がないほど。江別では、この「ど Ⅳ」のすぐそばに前年、古い倉庫を活用した「外輪船」 アートスペースも出来ており、注目の場所（大麻、野幌と 違って、「江別」には古い建物が多く、小樽の雰囲気に似ている） 。果たしてどんな創造がなされてゆく か、楽しみに 。
　五月には、札幌のＪＲ琴似駅に直結したコンカリーニョ（札
幌市西区八軒一西一、ザ・タワープレイス内） 。
　コンカリーニョとはスペイン語で「愛をこめて」の意。元々
は琴似駅の北口にあった札幌軟石造りの趣 ある倉庫を活用し
た劇場であった。それが駅北口の再開発で二〇〇二年をもって活動が休止され、取り壊されたのであった。以来、コンカリーニョはＮＰＯ法人格を 得し、斎藤ちず理事長以下、さまざまな人たちの多方面にわたる尽力で 劇場が再建された。
　五月七日に催されたのは「コンカリーニョ生誕祭」と銘打た
れた八月二十七日までの多彩なプログラムの第一弾、 「コンカリレビューショー 　劇中歌でつづるコンカリ今昔」であった。現在のＴＰＳチーフディレクター斎藤歩、それに斎藤ちずらが活躍した「札幌ロマンチカシアターほうぼう舎（ちょっと難しい字なのでひらがなで書く） 」時代の一九八八年の作品から、二〇〇六年の「とんでんがへし琴似浪漫」まで十六作品の歌や踊り、劇中の一場面をつづっていくという手法（構成・演出斎藤ちず、音楽橋本幸） 。こ が実に多彩な内容 、あっと言う間に過ぎた 時間であった
　私個人の好みで言えば、昔の作品のたぎるような熱情が今見
ると何とも言えないある種 懐かしさを伴 胸に迫ってきたのであった（昔見ていた訳ではない だが） 。かなうはずのないこととは分かっているが 昔の作品をぜ 見てみたいと思ったのは私だけではないだろう。
　どもⅣ、コンカリーニョとも再建を実現させた関係者 多大
なる努力に敬意を表したい。
　シアター・ラグ・２０３は知る ぞ知る実力派劇団で、ウェ
ンズディシアター（水曜劇）なるものを行ってい 。読んで字
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のごとく、二、 三カ月にわたって毎週水曜日の午後八時から一つの作品を上演する企画だ。これは書くのは簡単なことだが、なかなかできるものではない。
　一つには公演場所が常時使える状態でなければならないこ
と。これは幸い、 この劇団の本拠地でもあるラグリグラ劇場 （南区澄川三の三、電話
011 ・
813 ・
8338 ）があることによって
解決している。
　もう一つには、なんと言っても劇団員のやる気の問題だ（そ
の点では、条件が許すならばやってみたいと考えている札幌のアマチュア役者たち 大勢いることも書き添えておかなければならない） 。
　こうした上演企画はまた、劇団内外 付加価値をもたらす。　例えば在籍劇団員全員をある意味で立てなければいけない本
公演とは違って、そ 一定期間に限って出演できる役者に絞って実験的な試みを打つこともできるというわけだ。
　実際「水曜劇」は始まってから五年ほど なり、一人芝居か
ら最多で四人が出演するものまで、さまざまな種類 作品群がそろい、中には再 どころか五演、六演を重ねて る名作もある。
　劇団代表村松幹男以下、劇団員のその意気やよし、だ。　というわけで、 村松の作・演出による三人芝居 「箱」 （五月十日、
ラグリグラ劇場）だ。これは「水曜劇」十六弾である。
　平凡なＯＬ土井信子（久保田さゆり）がひょんなこと 小
さな箱を見つけたことをきっかけに謎の女、早乙女慶子（田中玲枝） 、謎の男、神山遊三（柳川友希）と出会い、不思議な言葉の迷宮に陥る物語だ。
　それは時に哲学的だったり、 時に冗談、 お笑い、 楽屋落ちだっ
たりもする。数多くの箱たちの出入りの見事さも見も だと書いておこう。
　「珊瑚の指」は札幌の劇団「芝居のべんと箱」から枝分かれ
した「劇団怪獣無法地帯」というけったいな名前 劇団の公演である（六月十八日、札幌・レッドベリースタジオ） 。
　劇団名はけったいだし、過去におバカな路線の作品で楽しま
せてくれも のであるが、今回 作品はシリアスな内容だ。
　この劇団で役者をしている伊藤しょうこが伊藤樹（たつる）
の名で書いた、確か「北の戯曲賞」か何かを受賞した作品ではなかろうか。あるいは十勝管内鹿追町出身で東京で活躍する鐘下辰男の戯曲塾での作品だっ ろうか。
　とにかくそうした出自のよい作品で、二〇〇二年度か〇三年
度だったが、鐘下監修の下で清水友陽が作品を練 直して「相生珊瑚（あいおいさんご） 」という作品名で上演されもしたものの原型である。
　今回の演出は棚田満。　舞台は妙子（伊藤）の部屋。妙子の八年前 彼氏で、沖縄の
海で死んだというあつやの通夜を、仲間内 やっているとい設定である。訪れるのは、妙子がいま付き合ってい 年下の紘
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（こう・柴田智之） 、妙子の友人美奈代（進藤智生） 、了（さとる・小林テルヲ）の夫婦、それに妙子の妹瑠璃子（三宅亜矢） 。飲みながら他愛もない会話を交わすうちに、彼らの過去や現在（了と瑠璃子が不倫している、など）が浮かび上がってくる。
　今回の上演に当たりラストを少し加筆したとのことで、それ
は昔の米国テレビ番組「ミステリーゾーン」のような というか、短編小説の落ち、ショートショートの終幕のよ であった（実際、上演時間は一時間程度と短い） 。つまり、ラストに紘 、あつやが亡くしたという妙子からの贈り物の銀の指輪をかざしたことで、舞台には描かれないもう一つの物語を見るものに想像させたのだ。そこから先を膨らませて描く手はいくらで あるが、今回は今回で、中盤にやや中だるみ あるが、ラス にどんでん返しの る短編小説を読むよ な思いで面白く見られたのである。
　この作品のように、出自がよくてもなかなか上演される機会
に恵まれない戯曲というものはあるものである。そうした意味からも、 今回 上演はよ やく実現されて良かったことである。
　チーフ講師・斎藤歩（北海道演劇財団主宰劇団ＴＰＳ＝シア
タープロジェクトさっぽろチーフディレクター） 書くところによれば、 「シアターキャンプ
in北海道」とは、 「プロ野球選手
が一年に一回シーズンオフにキャンプを行 ように 役者やスタッフ、演出家も日常生活空間を離れて朝から晩まで芝居のとだけを考えて合宿する」ものである。
　北海道では、演出家・俳優串田和美の提唱で二〇〇二年度か
ら三年間、札幌市、富良野市、朝日町（現士別市） 、長野県松本市で「串田ワーキング北海道」が行われ、それがブレヒト作「コーカサスの白墨の輪」 （松たか子主演）に結実した。
　このワーキングは私自身にとっても思い出深いもので、演劇
担当になって初めて取材し、演劇担当を離れる前の最後に取材したのがこのプロジェクトなのだった。それで「コーカサス」公演の際には関係者にお願いして、パンフレットに三年間の様子をまとめた「北海道伝説」を書かせてい だいた。
　そんな来歴を持つシアターキャ プ 二〇〇五年から三年計
画で札幌市・芸術の森と深川市文化交流ホールみ・らいを会場に始まっており、六月二十四日に試演会が行われた（会場は別の芝居公演と重なっていた め深川市生きがいセンター） 。
　試演会といっても完成に近い形の作品を見せるので なく、
シアターキャンプ はどんなことをしているのかを紹介する側面が強いも であった。
　で、まずは楽器や声でフリーに（一定のルールをつくって）
即興的に音楽をつくるワーキング。と言葉で書い も かなかその楽しみは伝わらないかもしれない
　この日は札幌や東京などからの参加者約三十人が女性だけ、
男性だけ、男女混合の三チームに分かれ、一分ごとに音楽をつくるという試みが披露された。 これがミュージック・コンクリートというか偶然性 音楽というか、実に多彩で面白 ものだっ
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た。ああ、伝えたいのに伝わらないのがもどかしい。
　続いて上演されたのが、来年の本公演の演目に予定される中
世の騎士物語「トリスタン・イズー物語」の二、 三話（全
19話
からなる） 。騎士 と女性イズーの出会いの場面などが、楽器や声、手近な小道具を使 、会場も観客席まで目いっぱい使って表現され 参加者ひとりひとりの伸びやかな感性が各場面に満ち溢れていて、実に興味深かった。
　そう言えば私は二〇〇二年度の演劇部門のマイベストに、当
時のＴＰＳスタジオで行われた「コーカサ 」の試演 を選んだのだが、あの時のなんだか分からないけれどすごいパワー充実が再現されたかのようであった。
　試演会はこうして一時間半にわたって滞りなく終わり、山の
そばにあるバーベキュー小屋で 交流会でジンギスカンと生ビールに舌鼓を打った で った。この日は天候にも恵まれ空知の宵は実に楽しく更けていった。
　深川から帰って来た足で見たのが、劇団演研（帯広）の「夫
婦善哉」 （六月二十五日、札幌・シアターＺＯＯ） 。
　劇団が親交を深めている東京の劇団青年団主宰者・平田オリ
ザの作を、演研代表 片寄晴則が演出した。日常 何気 い所作にも目配りのきいた、静かで端正な芝居だ。
　見てから時間がたってしまっ 配役が心許ないので（どちら
が姉か妹か、失念してしまっ 。大変申し訳 い） 、別に書き出しておく。出演は三人 芳夫・富永浩至、佐喜子・上村裕子、
智子・坪井志展。
　舞台は小料理店を営む男の家の居間。小学二年生の一人娘が
病死し、仮通夜の晩である。妻は、かつて男が酒浸りだったころに生活に疲れ、幼い娘を置いて家を飛び出していた。代わりに妻の妹が男の仕事を手伝い、と うより母代わりに娘に接してきた。
　芝居は仮通夜の晩の男と義妹との夕餉の場面に始まり、その
翌朝、 通夜の晩、 明けて朝というように、 細かな場面で ながっていく。料理でもしていないと逆縁に直面した自分を保てないと、通夜の料理ま 作ると う がそこ いる。
　食事をするのが男と義妹だけだったのが、そこに妻が通夜に
出席のためにやって来ることで 新たに少しだけ世界が広がる。淡々と繰り広げられる会話。男と義妹は妻（義妹の姉）が出奔した後、かつて一度だけ夜を共に たらしい。
　妻は今もどこかの町で一人
で暮らしているらしい。
　今は生活態度を改め、自宅
と棟続きのカウンター十席だけの料理店を営む男は、妻との離婚にも踏み切れず（離婚届はすでに妻の署名入りで男
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が持っている） 、やり直しにも未練がある一方、義妹との結婚という新たな生活にもほのかに希望を持っているらしい。
　妻と義妹は東京での生活にもそろそろ見切りをつけ、故郷の
長崎に帰ることも視野に入れているらしい。
　そんな、そうしたことなどが、三人の、食事を仲立ちにした
静かな会話の中で少しずつあぶり出されてゆく。
　十分余の場面が六つほど連なる形で構成されるが、どの場面
も登場人物がものを食べ、飲んでいる。
　まるで「子はかすがい」というか、 「食はかすがい」とでも
いうかのようだ。衣食住という中の一つの食の中で かすかに、そしてやがてたしかに立ち現れてく 微妙な心のひだ（暗転中で、食事を準備する女性 運命 担っているかのように見えてくる） 。
　三人の抑えた的確な演技がいぶし銀の光をたたえていた。　あの、小料理屋の男は、その後、どうなったであろ 。妻に
も、娘の形見はいらないと言われ、どうして時を過ごしただろう。私は、妻にも妻の妹にも、結局見放されるように思えただが。そうした、見る側に限りない想像を抱 せたのも、作り手の功績だ。
　劇団演研は〇五年、結成三十周年を迎えたという。こうした
質の高い舞台を札幌で見られる幸福を喜ぶと共に、劇団の内奥である帯広へも行かねばと思う。
　見終えた後、これはスリラーか、サスペンスか、ミステリー
か。それとも既存のジャンルにとらわれない新たな分野の作品か。そんな不思議な感覚に陥ったのが、劇団演研の後に見た、弦巻楽団「幻じゃなく、 夢のようなだけ」 （六月二十五日、 札幌・ブロック）だ
　ユニット代表弦巻啓太の作・演出。弦巻の作品の特長を私な
りに端的に言えば、健康でさわやかな清涼感とでもいうことになる。しかし今回の作品は健康 、といった点が薄い分、それともちょっと違うのだ。
　人里離れた元ペンションの邸宅。作家大島樹一郎 （立川佳吾）
と心を病んだ妻・日夜子（知北梨沙）の家だ。ある嵐 夜、道に迷ったといって杉野そより 安福展子 がやって来 。樹一郎と二人になったそよりは突然、 「八年前の恨みを晴らす」と言って樹一郎を刺し殺そうとする。右腕を切られただけで難を逃れた樹一郎は、そよりが誤解していると運転免許証を見せ告げる。そよりが遊ばれ捨てられたのは樹一郎の双子の弟で、彼は二年前に死んだというのだ。
　樹一郎はそよりにしばらくの同居を認め 上で、さらに意外
なことを告げる。心を病 でいる妻・日夜子は実 弟の妻で、彼女が樹一郎を弟の方だと思って る でその意に添って暮らしているというのだ。
　そうこうするうち、そよりの妹ひのり（石崎真弓）が姉の後
を追ってやって来る。彼女もかつて樹一郎の弟 関係があっらしい。そ 樹一郎宅に出入りす カメラマン戸田顕伸（飯
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野方大） 、出版社編集者澤森須実（東菜穂） 。
　澤森は樹一郎が二年間も小説を書けないでいることから、彼
が実は弟の方なのではないかと疑う。それを聞いて戸田やそよりも、もしかするとと疑い始める。果たして樹一郎は兄・樹一郎なのか それとも二年前に死んだはずの弟なのか。一方、日夜子は本当に心を病んでいるのか、何らかの事情で病のふりをしているだけなのか。
　芝居は役者陣の発声もはっきりしていて歯切れよく、テンポ
も小気味よい。
　それにしても樹一郎は本当に樹一郎だったのか、などの点は
観客に解釈が委ねられているのだ。でないと、劇中盤で樹一郎のはずの男が「実は僕は弟の方だ」などといった説明がつかないので ないか。
　私には樹一郎と弟の二人が健在で、実に巧みに場面場面で入
れ替わっているよう 思えた（劇場で上演台本を販売していたが、あれを読むと分かるのかな） 。樹一郎 右腕の包帯が場面 あったようにも思えるし そうしてみると、これは観客を巧妙にだますサスペンス・ミステリーだったように思えてくる。題名もいかにも意味深長だ。ともあれ、実に不思議な感慨をもたらす作品だった。
　電気ウサギは北海道酪農学園大学、浅井学園大学合同近代演
劇部・劇団宴夢に端を発する女性主体 ユニットだ 現在の名になったのは二〇〇二年。その年の「エデ の星」 、〇四年の
「
O
cean 」は私も見ており、想像力の豊かさと女性らしい柔ら
かな発想に魅了された。 「
O
cean 」は三つの劇場で上演された
のだが、感心して二つをはしごしたものだ。
　この電気ウサギ、規則正しく二年に一度の公演が定着してい
る。今回の「一生同じ歌を鳥のように」 （七月九日、札幌・コンカリーニョ）は代表で照明も担当する大橋榛名 原作を、満天飯店の手代木敬史 脚本化 演出した。
　劇場に入ると、白い素舞台（黒マジックでいろいろ描かれて
いるが）を挟んで観客席が こ」の字に配列されている。舞台中央には高い天井から、流木を利用したような立派な樹が吊るされている。この空間利用に、まず目を奪われる。
　この樹が主人公チヨばあちゃん（佐藤素子）が長年過ご た
家の白木蓮だ。この芝居はチヨばあちゃんが長年住み慣れた白木蓮の城で過ごす最後 一年間の物語なのだ。
　三月、チヨばあちゃんは五年ほど一緒に暮らしたネイチャー
カメラマンの娘ハト子（榮田佳子）の東京のマンションの
25階からこの
家に帰って来る。多発性骨髄種という死に至る病で、余命一年を住み慣
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れた田舎（吉野川の上流、つまり本州ですね）で暮らすことに決めたのだ。
　転居は八歳の雄猫スターキティ（山下カーリー）も一緒。田
舎ではハト子の親友で独身のヒロ（村上水緒）が何くれとなく世話をしてくれる。
　それに春休みや夏休みにはハト子の一人娘の大学生ひより（山崎美世＝物語全体が日記形式で構成され、その語り手も務める）がやって来る。
　女医ハルカ先生（村上麻紀）は二十代最後の年を献身的にば
あちゃんの面倒を見てくれる。
　そしてもう一人、猫のスターキティには見える、ばあちゃん
の若くして死んだ夫シンじいちゃん（加藤健）も、時折彼女元へやって来る。
　そんな訳で、ばあちゃんの周りは何かとにぎ かだ。　芝居はそんなチヨばあちゃんと家族たちの何気ない日常を、素
舞台と必要最低限の小道具で観客のイメージを喚起して演じられる。 のこちらがばあちゃんの家、そちらに移れば花見の宴、あちらに行けばシンじいちゃんが育った家の跡、というように。
　このあたりの観客の想像力に期待する舞台づくりが素敵だ。
そしてエチュードから発展させたという役者陣の伸びやかな動きも過不足がない
　終盤、転居してちょうど一年のばあちゃんの死ぬ たりで
少々写実的に過ぎるかと思われる表現も出てくるが、それもま
た役者たちの軽やかな身体の動きにつながっていく。
　題名の由来は、ばあちゃんの家の近くでさえずるヒバリであ
る。そのヒバリのように「一生同じ歌をうたい続けるのは大事なことです」とばあ ゃんは言うのだ。一つの舞台に二年間かける意気込みと練り込みはたいしたも である。見応えのある舞台であった
　北海道出身の羊屋白玉（ひつじや・しろたま）率いる指輪ホ
テル（東京）の「
Please 　
Send 　
Junk 　
Food 　
in 　
H
okkaido 」
（八月五日、札幌・コンカリーニョ）は衝撃的な舞台だった。　羊屋演出による一九九六年の初演で、今回 劇団員二人（酒井由貴、 緒田果南）に道内オーディションから選ばれた九人（三上敦子、稲垣郁、ワタナベヨヲコ、喜井萌希、イマブチハルエ、比屋定尚美 のしろゆう子、福村まり 斉藤麻衣子、でいいのだと思う）を加えた、全員女性の出演だ
　指輪ホテルの公演は札幌では初めて。現地採用メンバーを加
えた構成による創作も 初めてのことだという。
　私は二〇〇三年の演劇大学の取材で羊屋と意気投合し、それ
以来、毎年の演劇大学で交流してきたが、指輪ホテルの公演を見たのは初めて。刺激的で楽しい舞台だった。
　私流の解釈を施すと、これは女 子が少女、女性へ 成長す
る過程を三十分余に凝縮した物語 ある。そしてそれは私に、その成長過程へ 物狂おしいほどの愛お さを心 底から生じさせた。例えば、中学校に入って前の席の少女の白いブラウス
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の背中越しに、初めてブラジャーの影を見つけてハッとした時のような。そんな 胸がキュンとなるような懐かしさである。
　舞台は初め、発寒川の水辺で遊ぶ女の子たちの映像から始ま
る。スイカ割り、追いかけっこ、最近テレビＣＭにも使われている邦題「気になる女の子（メッセンジャーズ） 」に乗ってのダンス。女の子たちは自転車に乗って琴似の街を駆け巡り、コンカリーニョにやって来る。ここ ら映像と実像がダブ 。女の子たちは ったん舞台上から去り、やがて白い とパンツ姿で現れる 少女へ 成長の隠喩と読んだ。
　白いブラジャーの胸のカップに 「
75Ｂ」とか「
85Ｂ」とか
書かれ、少女たちが話すのは「ピー」とかいう擬態語。や て少女たちは客席 中に、ピンクハウ というブランドの服に身を包んだ少女を見つけ、舞台上に担ぎ上げる。そしてエルガーの「威風堂々」に合わせ、縫いぐるみ、パラソル、バッグを取り上げ、服を脱がせ、ついには同じ白のブラジャ とパンツ姿にしてしまう。虚飾をはぐ ということか。
　白のブラジャーとパンツ姿で「気になる女 子」に乗せての
ダンス。次に少女たちは白のブラジャーを脱ぎ、胸 カップ部分がパ のブラジャーに、それぞれがお気 入りの漫画 ページを入れ込んだ透明なビニールドレス（カトゥーンドレス）に着替える。そして会場中に散らばり、観客と漫画を読み合うのだ。いわば「言葉」 獲得、コミュニケーションの成立というわけ ここではその漫画 仮託 た形で の心の傷や
叫びも表現されていよう。
　最前列で見ていた私のところにも一人の少女が来て、 私も「俺
を感情的にさせるなよ」 などと漫画のせりふを読み上げたのだった （打ち上げの席で 「ときめきトゥナイト」 だということが判明） 。
　少女たちはなんと、漫画を読み上げた相手 パンを手渡し、
トップレスに。そして今度は舞台上で後ろ向きになり、手 使わずに腰を震わせてパンツまで下ろして全裸になる。 「女性という性」を自覚した存在への脱皮を暗示させた瞬間、暗転。
　照明が点くと、伊藤咲子の「乙女のワルツ」に乗せてバスタ
オル姿でのカーテンコール。大粒の汗をたたえて踊る生身の肉体は美しく、唐十郎の「特権的肉体」という言葉を思い出させた。そして女性たちの恍惚とし 表情が何より、 この衝撃的 、そして楽しいパフォーマンスの成功を明らかにしてい 。
　公演終了後のポストパフォーマンスは羊屋と札幌の演出家北
川徹との二人で行われ、羊屋は指輪 札幌初公演にこ 演目選んだこ について、コンカリ ニョの生誕祭にふさわしい明るい作品を選んだ旨、話 ていた。本当に三十分余、会場中が女の子たちの成長とともに盛り上がる祝祭空間 なっていたと言える。
　見る側の五感すべてを刺激する、衝撃的にして前向きな娯楽
性に富んだ素晴らしい舞台であった。
　え？ 　少女にもらったパンはどうしたかって。打ち上げ前の
腹ごしらえに、もちろんおいしくいただきました。
